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A Review of the Lethrinidae found in
the Waters of the Ryukyus

Shiro SHINOHARA

Resume

The Lethrinidae inhabit the littoral reefs of tropical or subtropical zone in general.
They are one of the most valuable food fish among spariform fish, and are numerous

in species and large in quantity in the Ryukyus.

Lethrinid fishes are much alike, but the changes in body shape and colouration

may occur with age. These changes ma.ke it more difficult to identify the species.
The present writer investigated the inner characters of this group fairly in detail,

but he could not find remarkable characters to secure their identification. In the
present study the writer has found that the following features are important in the
taxonomy of the Lethrinid fishes preserved: (1) shape of the interorbital region, (2)

number of scales between lateral line and origin of dorsal fin, (3) presence or absence
of molar teeth in both jaws, (4) unfading pattern, (5) proportional dimensions of the

bodiIy parts.

The specimens collected mainly at the islands of Okinawa, Ishigaki and Miyako
were studied and idetified as belonging to the following twelve species: among them
four species have not been reported from this area.

Family Lethrinidae

Genus Lethfrin'lls CUVIER

Lethril1:US miniatus(SCHNEIDER)

Lethrinfus nematacanth:us BLEEKER

Lethrin'U-S xantlwcheiZ,uB KLUNZINGER (newly recorded)

Lethri11/Lls variegat'lls CUVIER et VALENCIENNES
Lethrin'tl8 fretic'ulai'lls CUVIER et VALENCIENNES

Lethrinus a1narnian'us AKAZAKI (newly recorded)
Lethrh!fllS ha'rak (FORSKAL)

Lethrinfus ramak (FORSKAL) =Leth1°infll8 obsolet'lls (FORSKAL) (newIy recorded)
Lethrinfll8 choerorhynchflls (SCHNEIDER)

Lethfrin'llS ornatflls CUVIER et VALENcIENNEs(newly recorded)
Lethrbnls leutjan:u.~ (LACEPED)

Leth1°intl8 haemato]Jte't"llS TEMJ\fiNCK et SCHLEGEL
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言緒

フエフキダイ科の魚類は熱帯，亜熱帯の沿岸岩礁地帯に広く分布する魚で，琉球においては

寧ろタイ類よりも愛好されている重要食用魚種である．

本科の魚類については，漁夫はそのいくつかの種類に対しては名前をつけているが，近似の

種類については殆んど区別しておらない．

本科魚類の分類は，実際専門家の間でも難事とされていて，正確な種の同定は仲々困難であ
る．従って本研究においても幾分正確を欠く点もあることは否定できない．

著者は外部形態とともに，その内部形態についても詳しく検討した．内部形態はいずれの種
においてもよく類似していて，唯各部の骨賂のProportionの間に差異が見られる程度で，そ

れ以外に著しい特徴は見られなかった．

属内における大きな特徴として挙げる価値のある事項は(1)この類は頭長が体高より長いもの

と，頭長は体高より短いものとの２群に分けられること，(2)前者においては両顎の外側列もの

の歯は円錐歯状で臼歯を持たないのに反し，後者においては前方のは円錐歯であるが，後方の

は上面九<臼歯状歯か或いは真の臼歯を持つことである．

若しもこれらの特徴をGenusの特徴として有效なものと認めるならば，FowlER（1904）や

ＪＬ.Ｂ・SMITH（1959）に従い，前者はGenusLetAMu肌αとして分けるのが適当であろう．

本研究に使用した標本は主として，那覇魚市場，糸満魚市場，宮古平良市魚市場，八重山石

垣市魚市場において採集されたものである．

この研究を行なうに当り，貴重なる文献の貸与並びに御懇篤な御指導を頂いた京都大学農学

部教授松原喜代松博士，有益なご助言と種をご便宜をいただいた同学部講師落合明博士，近幾

大学赤崎正人博士に対して深く謝意を表する‘

FamilyLETHRINIDAEフエフキダイ科

ＧｅｎｕｓＭＡｒ伽(ｓＣｕｗＥＲフエフキダイ属

体は長楕円形で，や上強<側扇する．吻は一般に突出してや▲長い．眼隔域は平たいか，又
はわずかに膨出する．頬には鱗がない．前鼻孔は皮弁をそなえている．両顎前部には普通１～

２対の犬歯があり，側部にはや▲大形の円錐歯もしくは臼歯が１列に並んでいる．両顎内側に

は絨毛歯帯がある．鋤骨，口蓋骨には歯がない．鰕杷は太く短くて，低いこぶ状を呈する．鱗
はやＡ大きく，弱い櫛鱗．鰕条骨は６個．腹鰭は１鰊５軟条，尾鰭の分屹軟条は上葉８個，下

葉７個．幽門垂３．脊椎骨数10＋14＝24．本属魚類は一般に口内が鮮紅色を呈する．沿岸岩礁

'性の肉食魚である．

種の検索

a１両顎側歯は大部分円錐歯で，判然たる臼歯はない．体高は頭長より小さい．

ｂ’側線より上方の鱗数６．

ｃ’吻は著しく突出する．眼から口唇にかけて２～３条の暗色帯が走っている.体側に

明瞭な黒斑はない．

………………………………ルビＡｒ伽ｌｓ？"〃ｑｆｕＳキツネフエフキ

ｃ２吻は中庸に突出．第２背鰭鰊が延長し，背鰭煉中最長、胸鰭中央上部，側線の直下



4０ 篠原：琉球産魚類の研究：フエフキダイ科（Lethrinidae）について

に眼径よりやＬ小さな黒斑がある．背鰭，腹鰭，啓鰭，尾鰭の各鰭条に黒斑が縞状に

点在する．

・・・…・・・・・・・・・…………..…Lefﾊ７，１Ms？ze1"αＺａｃａ９１６〃《ｓイトフエフキ

ｂ２側線より上方の鱗数５．

．１眼隔域は平坦．頭と体はほとんど同色の灰色．

ｅ、眼隔域は中央部は幾分凹んでいる．頭長100に対し，眼下幅36～38,頬高42～44．生

鮮時には胸鰭基部並びに鰕蓋骨後縁部は赤色を呈する．

．・・・．・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・…・・ﾙｫﾊγ伽(ｓｚａ?zfhoc/ieiZusミナミクチビ

ｅ２眼隔域は平坦．頭長100に対し，眼下幅31～35,頬高34～40．生鮮時には鯛蓋骨後部

に赤色の小斑がある．

……………………・…………・ﾙﾋﾞﾊ"ｌｃＵｓＵｑ７〃czfwsシマクチビ

ｄ２眼隔域はや上膨出.､頭と体は異色．頭は暗紫色，体は淡灰褐色で著しい差異あり．

ｆ’頭部は暗紫褐色で，体は灰褐色．体側鱗の中央部は黒色を呈し，これらが連って黒い

縦列帯の観がある．

．．．．．．．．．．．．…．・・．..…..・・・・…・LelAγｍｕｓａ?"ａ?"2α?､ＷＳアマミフエフキ

ｆ２体は淡黄色で，その間を不鮮明な暗色横紋が錯走している．

．．．．．．．．．．．．．…．．．．．．…．・・・…．・・・ＬｅｔＡｒｉＭｓＭｉｃｗＪａｍＳアミフエフキ

a２両顎側歯の後部のものは臼歯か，又ははっきり縦扇した臼歯状．体高は頭長より大きい．

ｇ’側線より上方の鱗数６．

ｈ’胸鰭後端上方の体側に大きな１黒斑がある．

．．．．．．．．．．．．．…．．．．．…．．．．・・．…．．．・・・LetﾊｒｉＭｓハα９゜αルマトフエフキ

ｈ２体側に黒斑がない．

ｉ’体高と頭長はほとんど同長．

ｊ’３本のやＬ幅広い褐色縦帯が走っている．

．．．．．．．．．．．．．…．．．．．．…．．．・・・・・・・・LefAγ伽(ｓｗｚｍａルタテシマフエフキ

ｊ２眼の前下方に２本の青色帯が走り，体側の鱗の中央部は，生鮮時は真珠様青色，

液漬標本では白色の斑点がある．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・LetＡｒ伽ISCﾊoeOwhZﾉ?lcAwsハマフエフキ

ｉ２体高は頭長より顕著に大・

ｋ’体側に淡褐色の５本の縦帯が走っている．前鰕蓋骨及び主鯉蓋骨の後縁部は，

生鮮時には鮮紅色．

．．．．．．．．．．．．．…．．．．．．…．．．．．．…．、LBlﾘﾊγｉＭｓＯｗＤｑ〃ｓヤマブキクチビ

ｋ２体側鱗の中央部に真珠様白斑がある．生鮮時には主鯉蓋骨後縁及び胸鰭基部は

鮮紅色．

……………………･………此tArhz焔Jeut”ＷＳエポンフエフキ

ｇ２側線より上方の鱗数５．

体側の鱗の下部にある皮膚に黒斑がある．胸鰭特に長く，瞥鰭前端より後方迄延びる.

……………・………・……Lezﾊγ伽(ｓハ“↑7uaiopte)ＷＳフエフキダイ
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ﾙﾉﾊγ伽８?油1ｍ加（ScHNEIDER）

和名キツネフエフキ（琉球名オモナガ）

体形：標準体長１００に対するそれぞれの長さを以て示す．（以下全魚種これに準ずる)．（標準

体長540ｍｍ.)．

体高30.0,体幅１３２，頭長37.6,両眼間隔８．３，上顎長14.3,眼径４．６，吻長22.2,眼下幅

13.7,尾柄高8.7,胸鰭長２１７，腹鰭長20.0．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数50～51,側線上方鱗数６，側線下方鱗数16～17．

鯛細：５＋６．

歯：両顎側部には円錐歯が１列に並んでいる．臼歯なし

体は低く，延長形で，吻は特に長く突出している．新鮮時には，体は淡暗緑褐色で，不鮮明な

淡暗色横斑があり，頭部には暗黄緑色の地色に淡赤褐色の模様がある．眼隔域は幾分膨出して

いる．この類は吻が著しく延長しているので他と混同する事はない．

分布：奄美大島，琉球，支那，Philippine，東印度諸島，濠洲，紅海など広く分布する．

Lefﾊγ伽Ｕｓ？”?"αｆａｃａ?】fルィsBLEEKER

和名イトフエフキ（琉球名ムノレー）

体形：（標準体長164ｍｍ.）

体高32.3,体幅15.8,頭長33.5,両眼間隔10.4,上顎長12.8,眼径９．１，吻長14.6,眼下幅

10.0,尾柄高10.0,胸鰭長25.6,腹鰭長22.5．

鰭式：、Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１２．

鱗：側線上の有孔鱗数46～47,側線上方鱗数６，側線下方鱗数15．

鯛把：３＋５～６（すべて低いこぶ状)．

歯：両顎側部には円錐歯が１列に並んでいる．上顎後部の２～３対の円錐歯は上面やＡ丸く

臼歯に移行型を示している．

体は低く，延長した楕円形．第二背鰭鰊の先端が細長く延長していることと，側線の直下で

胸鰭中央の上方に眼径よりや入小さな黒斑があることが特徴的である．体は黄色を帯びた紫褐

色あるいは淡黄灰色で，体側には不規則な暗色横斑があり，背鰭，腹鰭，啓鰭，尾鰭にも黒い

縞模様がある．

分布：日本中部以南，琉球，台湾，Philppine，東印度諸島など．

Lef几γｉＭｓＺａ１ＤＺﾊoc/leiZu8KLuNzINGER

和名ミナミクチビ（琉球名ムルー）

体形：（標準体長250ｍｍ.）

体高３１２．体幅16.0,頭長34.0,両眼間隔8.8,上顎長１２．４，眼径8.0,吻長18.0,眼下幅

12.4,尾柄高9.6,胸鰭長22.0,腹鰭長20.0．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数46～47,側線上方鱗数５，側線下方鱗数15～16．

鰕把：４＋５（すべて低いこぶ状)．
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歯：上下顎共側歯は大部分円錐歯で，後方の２～３対は臼歯状円錐歯となっている．

体はや上延長形で，生鮮時は胴部は黄色がかった灰色で不規則不明瞭な横斑があり，頭部は

暗褐色で小黒斑が散在している．背鰭疎部，胸鰭，啓鰭，腹鰭は黄褐色，背鰭軟条部，尾鰭は

淡紅褐色．鯉蓋骨後緑上部ならびに胸鰭基部は鮮紅色．保存液中では体は褐色を帯びた灰色

で，頭部は暗黒色を呈し，頭と体は異色でｊ頭部に小黒斑散在する．眼隔域は平坦で，寧ろ中

央部は凹んでいる．

分布：琉球，アフリカ東部，西印度洋，ＲｅｄSea．

LeZ〃γ伽(s21a7iCl91qZw8CuwERetVALENcIENNEs

和名シマクチビ（琉球名ムノレー）

体形（標準体長220ｍｍ.）

体高３３．６，体幅17.7,頭長34.5,両眼間隔１１．３，上顎長13.6,眼径８．６，吻長15.9,眼下幅

12.7,尾柄高9.5,胸鰭長24.5,腹鰭長20.0．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数46,側線上方鱗数５，下方鱗数15．

鰕細：４＋５（低いこぶ状)．

歯：両顎側部には円錐歯が１列に並んでいる．臼歯なし．

体は延長形で，生鮮時の体色は様々で変化多く，体側には不鮮明な暗色横斑がある．各鰭とも

に紅褐色を呈し，又多くは主鰕蓋骨後縁上端に赤い斑点がある．液漬標本では体は灰色で，頭

屯殆んど同色でわずかに暗色を帯び，体側の不鮮明な横斑は残存する．眼隔域は平坦．

分布：日本南部，琉球，Philippine，東印度諸島，Mozambiqu，Ceylon，Marshalllsland

等．

Let几γかuusMiCtlZa伽CuvIERetVALENcIENNEs

和名アミフエフキ（琉球名ムルー）

体形：（標準体長260ｍｍ）

体高３４０，体幅16.9,頭長34.6,両眼間隔10.0,上顎長13.8,眼径９．０，吻長20.0,眼下幅15.3,

尾柄高10.0,胸鰭長27.3,腹鰭長21.2．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数48～49,側線上方鱗数５，下方鱗数14～１５．

鯛紀：５＋５（低くこぶ状)．

歯：両顎側部には円錐歯が１列に並び，臼歯はない．

体はや上延長形で，生鮮時の体色は黄色を帯びた灰色で，不鮮明な７～８列の暗色横斑を有

し，頭部は暗紫色で，口の後部と主鰕蓋骨の上面は黄色を帯びる．各鰭共に黄味を帯びた紅褐

色を呈する．液漬標本では体は淡暗紫色を帯びた黄緑色であり，頭は暗紫色で体色と著しく異

なっている．体側の７～８条の不鮮明な暗色斑紋は残存する．又体側の所之に中央部に黒斑を

有する鱗が散在している．眼隔域は幾分膨出している．

分布：日本南部，琉球，Philippine，東印度諸島，Ceylen，Polynesia，Melanesia，Nicro‐
nesiaなど．
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LeZATiM（ｓα?汎α?Mz7u?(sAKAzAKI

和名アマミフエフキ（琉球名ヤキー）

体形：（標準体長253ｍｍ.)．

体高35.6,体幅１５．８，頭長35.6,両眼間隔８．７，上顎長１５．８，眼径8.3,吻長19.7,眼下幅13.4,

尾柄高10.6,胸鰭長26.9,腹鰭長２４１．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数49,側線上方鱗数５，下方鱗数16．

鯛紀：５＋５（すべて低くこぶ状)．

歯：両顎側部には円錐歯が１列に並び，臼歯はない．

生鮮時には胴の背部は褐色，腹部は黄味を帯びた褐色し，頭部は赤紫色で体色と大いに異

る．体側の各鱗の中央には黒斑があり，従って黒斑点が連って縦走帯状をなしているのが特異

的である．背鰭，胸鰭，腎鰭，尾鰭の各辺縁は赤味を帯びているが，腹鰭の黒いのが特徴的で

ある．フオノレマリソ漬標本では胴の背部は暗紫褐色で，黒斑の縦走帯があり，腹部は淡暗紫色

で，不明瞭な横斑がある．頭部は暗紫色．眼隔域は幾分膨出している．

分布：奄美大島，琉球．

LefAo伽ＷＳハα↑･ﾛル（FoRsKAL）

和名マトフエフキ（琉球名ムルー）

体形：（標準体長215ｍｍ)．

体高３４９，体幅15.8,頭長30.2,両眼間隔１０７，上顎長12.5,眼径８．３，吻長14.4,眼下幅

11.6,尾柄高11.1,胸鰭長29.0,腹鰭長21.4．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数48,側線上方鱗数６，下方鱗数１５．

鯛紀：５＋５（低いこぶ状)．

歯：両側にある１列の側歯は前方の約５対の円錐歯と，その後方の３～５対の臼歯とからな

る．

生鮮時は頭部および体の上方は黄緑色を帯びた灰色で，腹部は淡色である．各鰭は黄褐色を

帯び，それらの辺緑は赤味を帯びている．側線の直下，胸鰭後端上部に，周縁や、不鮮明な暗

褐色の楕円形の大きな斑紋があり，この斑紋は保存液中でも残存し，特徴的である．眼隔域は

幾分膨出している．

分布：奄美大島，琉球，台湾，Philippine，東印度諸島，濠洲，印度洋，紅海など広く分布

する．

ﾙﾋﾟﾊγ伽ｓｗＭｏａル（FoRsKAL)＝Lethr伽lso6s0Je伽（FoRsKAL）

新和名タテシマフエフキ（琉球名クチナギ）

体形：（標準体長225ｍｍ.)．

体高36.9,体幅16.4,頭長33.8〆両眼間隔10.6,上顎長12.4,眼径7.6,吻長17.ａ眼下幅

12.4,尾柄高12.0,胸鰭長29.0,腹鰭長20.9．

鰭式：、Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．
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鱗：側線上の有孔鱗数47,側線上方鱗数６，下方鱗数15．

鯛細：５＋５（低くこぶ状)．

歯：両顎にある１列の側歯は前方の３～５対は円錐歯で，後方の５～６対は臼歯状になって

いる．

生鮮時には頭および体の背部は暗褐色で，中央部は緑の地色に３本の褐色縦帯が走っている．

１番下方の褐色縦帯は最も幅広く明瞭で，胸鰭基部前方から尾柄中央部に長く走っている．腹

部は淡色．背鰭，胸鰭，瞥鰭，尾鰭はともに紅褐色で，腹鰭は淡黄褐色．主鰕蓋骨後緑は褐色

で縁取られている．眼隔域は幾分膨出している．

分布：琉球，Philippine，China，Ceylon，Zanzibar，ＲｅｄSea，Micronesia，Melanesia，

Polynesiaなど．

Ｌｅ伽ｊｍＵｓＯ/hoe7w/hZMim'８（ScHNEIDER）

和名ハマフエフキ（琉球名タマソ）

体形：（標準体長154ｍｍ.)．

体高37.0,体幅１８．１，頭長３２．５，両眼間隔10.3,上顎長13.0,眼径８．４，吻長１５０，眼下幅

11.0,尾柄高11.0,胸鰭長29.2,腹鰭長22.0．

鰭式：、Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数46,側線上方鱗数６，下方鱗数16．

鰕細：６十５（低くこぶ状)．

歯：両顎には１列に側歯が並び，前方の３～５対は円錐歯で，後方の３～６対は臼歯状にな

っている．

体は淡黄緑色で腹部は淡い．体側の鱗は中央に真珠様淡青色の円斑があり，この円斑が連な

って青色の縦縞状に見える．頭部は眼から前下方に向けて黄色の地色の中を，２条の青い帯状

斑紋が走っている．鰭はすべて淡緑色を帯びた黄燈色で，尾鰭には２～３条の褐色の横縞があ

る．体の背部は側扁度強〈，そのため背鱗前端から眼の後縁上部にかけて正中線は幾分稜線を

なしている．眼隔域は膨出している．

分布：南日本，琉球，台湾，東南アジア，印度洋など．

Le6〃γ伽ｃｓｏ０ｗｑ伽CuvIERetVALENcIENNEs

和名ヤマブキクチビ（琉球名クチナギ）

体形：（標準体長180ｍｍ.)．

体高４１．１，体幅17.2,頭長３０．６，両眼間隔１１．１，上顎長12.2,眼径８．９，吻長12.2,眼下幅

12.8,尾柄高12.2,胸鰭長31.1,腹鰭長22.8．

鰭式：，．Ｘ９，ＡⅢ８，Ｐ、13．

鱗：側線上の有孔鱗数45,側線上方鱗数６，下方鱗数15．

鰕紀：４～５＋５（低いこぶ状)．

歯：両顎には1列に側歯が並び，前方の２～３対は円錐歯で，後方の約４～５対は臼歯状を

なしている．

生鮮時に於ては頭頂部は黄色を帯びた暗色，頬部は帯青黄色，体は淡青色の地色に淡赤褐色

の約５本の縦帯が前部から尾柄部にかけて走っている．前鯛蓋骨及び主鯛蓋骨の後縁は鮮紅
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色．胸鰭，腹鰭は淡黄色，背鰭，腎鰭は黄褐色で，その辺縁部は赤色を呈し，尾鰭は中央部は

紅紫色で，辺縁部は赤い．液漬標本で体は黄褐色で，約５条の淡黄褐色の縦帯が見える．胸鰭

は長くて約頭長には等しい．眼隔域は膨出している．

分布：奄美大島，琉球，台湾，Philippine,東南アジア，Ceylon,Eastlndies．

Letﾊr伽'ｓＪａｌﾑﾙ"us（LAcEPEDE）

和名エポシフエフキ（琉球名シノレタマソ）

体形：（標準体長240ｍｍ.)．

体高39.6,体幅15.8,頭長35.0,両眼間隔８．８，上顎長12.5,眼径83,吻長１５．４，眼下幅12.5,

尾柄高11.7,胸鰭長26.7,腹鰭長21.3．

鰭式：、Ｘ10,Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数47,側線上方鱗数６，下方鱗数16．

鯛細：４＋５（低くこぶ状)．

歯：両顎外列歯は１列に並び，前方の４～５対は円錐歯で，後方の４～６対は臼歯状となっ

ている．

生鮮時には体の背部は黄味がかった暗色で，鱗の中央部に真珠様白斑がある．腹部は淡色，

頭部は黄味を帯びた暗色で，体の背部より少しく濃色である．胸鰭，腹鰭，聲鰭はほのかに赤

味がかった黄色で，背鰭，尾鰭の基部は紫紅色で辺縁部は赤い．胸基部及び主鰕蓋骨後縁部は

鮮紅色を呈する．液漬標本では頭部は暗褐色で体は黄褐色で腹部は淡色．体の背部はよく側扁

している．眼隔域は膨出している．

分布：琉球，台湾，Philippine,Hawaii,東印度諸島，濠洲，Madagascarなど．

LeiA0.i伽旧ハａｅｍａｆｏｌ〕tewzsTEMmNcKetScHLEGEL

和名フエフキダイ（琉球名クチナギ）

体形：（標準体長154ｍｍ.)．

体高40.3,体幅１６．２，頭長33.7,両眼間隔12.3,上顎長13.6,眼径11.0,吻長16.2,眼下幅

13.0,尾柄高11.0J胸鰭長33,1,腹鰭長24.6．

鰭式：，．Ｘ９，Ａ．Ⅲ８，Ｐ、１３．

鱗：側線上の有孔鱗数47,側線上方鱗数５，下方鱗数14～15．

鯛紀：４＋４～５（低くこぶ状)．

歯：上顎の外列歯の内前方５～６対は円錐歯で，後方２～３列は臼歯状．下顎では前方の５

～６対は円錐歯で後方の４～５対は臼歯状．

生鮮時には体は淡褐と淡青と暗紫色の混色で，頭部も胴部も下方に行くに従い淡色となる．

胸鰭，腹鰭は赤褐色で，背鰭は疎部の基部は暗褐色，軟条部の基部は黄褐色で，それらの辺縁

はいずれも赤い．尾鰭，譽鰭の基部は黄褐色で辺縁部はともに赤い．液漬標本では背部は暗紫

色であり，腹部は淡色でいくらか黄色を帯びている．この種の胸鰭は特に長く，その先端は啓

鰭基部先端より後方迄延長している．眼隔域は膨出している．

分布：南日本，琉球，台湾，支那，Philippine,東印度諸島，など広く分布する．
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摘要

１．標本は主として沖繩本島，宮古島，石垣島において採集されたものである．

2．琉球産のLethrinidaeは今日迄に１属９種が報告されている．著者は今回１属12種を同

定し，その内４種は未記録種であることがわかった．

3．琉球産として報告されているﾙﾋﾞﾊｻﾞ伽SamＭ〉２０１脇BLEEKERは入手することが出来なか
った．

４．未記録種は次の４種である．

ＬｅｔＡｒｉｍｕｓＺａｎＺ/IOC/iedZuusKLuNJINGER

LeZhr伽u8amam2cmnMsAKAzAKI

LetAr伽Uwcumqル（FoRsKAL）

LeZAr伽(sow1aMCuvIERetVALENcIENNEs
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図版説明

Ｆｉｇ．１．LethO､ｉ９ＷｓＺＵａ?lthocﾊeiZusKLuNzINGER

Fig、２．Lethri""ｓｗｕ１・iegq〃sCuvmRetVALENcI四NNES

Ｆｉｇ．３．Lethrimzsretic"ＺｑｔｕｓＣｕｖＩＥＲｅｔＶＡＩ`ENcIENNEs

Fig、４．ＬｅｍｒｉｍＺＳａｍａｍｉａｍＺＳＡＫＡｚＡＫＩ

Fig.５．恥thrimzsハｑｒＣｕル（FoRsKAL）

Fig.６．Lethri例"Ｓｒａｍａﾉﾚ（FoRsKAL）

Ｆｉｇ．７．Zethri"ｕｓｏｍｑ”sCuvIIpRetVALENcIENNus

Fi9.8．Leth1･…SUB"tjα”８（LAcEPED）

Ｆｉｇ．９．Leth1．i"mshcuBmatopterusTEMMINcKetScHLEGEL
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